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 １０月７日（金）七戸町屋内スポーツセンターにおいて、放課後児童クラブ、放課後 

子ども教室等の関係者を対象に標記研修会を開催しました。講師には、コオーディネー 

ショントレーナーの資格をもつ BLUE ties Impression 代表理事 川戸元貴氏をお招き 

し、運動遊びについて講義と実技研修を行いました。 

 講義では、運動遊びを通して子供の社会性を育成するための方法や子供の発育発達と 

学習についてお話しいただきました。実技研修では、講義内容に即した運動遊びを行い 

ました。１つの遊びを変化させて楽しくできる内容に、参加者からは「今日から子供た 

ちと過ごす時間がより良いものになりそうです。」という感想が聞かれました。 

 

 

            

本事業は、高校生等の若者が、地域活動者とともに主体的に地域活動の企画・実践を行 

うことにより、若者の自己有用感や地域愛を育み、県内定着の促進を図る仕組みを構築す 

ることを目的として実施しました。この活動成果発表会を２月５日（日）青森県総合社会 

教育センターで開催しました。 

           上北管内からは十和田市 Future Generations と三沢市 Misawa English Activities がこ 

れまでの取組を発表しました。Future Generations は「中高生×地域の本気の大人交流 

会」、Misawa English Activities は「自分だけの国際交流をつくろう」等について工夫を 

凝らしたプレゼンテーションを行い、未来の自分・地域を考えることができました。 

 

 

 

今年度も、初任者研修を多くの皆様の御協力のお陰で滞りなく終えることができました。 

 示範授業研修 おいらせ町立木ノ下小学校、十和田市立三本木中学校の職員の皆様、 

 特別活動研修 東北町立東北小学校、十和田市立東中学校の職員の皆様、 

 一般授業研修で助言者として御協力いただいた７名の先生方、 

 校長等連絡協議会・拠点校指導教員研修会で発表してくださった 

三沢市立木崎野小学校 三浦亜希子先生、野辺地町立野辺地中学校 前堀真先生、 

 拠点校指導教員、単独校指導教員、校内指導教員を始め、現場で御指導くださった 

校長先生を始め多くの先生方に心より感謝申し上げます。 

当教育事務所では、「複式学級担任者研修会」「特別活動研修」「冬季学校体育実技 

（スケート・スキー）講習会」を、２～５年目の教員を対象とした“初期層教員研修” 

としても位置付け実施しています。多くの方々の御参加をお待ちしております。 

令和５年１月６日（金）、雪不足で開催が心配されま

したが、講習会当日が七戸町営スキー場のオープン日

という幸運の中、最高の天気と良好な雪質での開催と

なりました。 

講師の方々の豊富な経験を 

もとにした分かりやすい指導 

で、満足度 100％の講習会とな 

りました。次年度もたくさんの 

参加をお待ちしています。 

 

 

 

 通勤のため、事務所から 

七戸十和田駅まで、所員に 

送ってもらうこともありま 

すが、１５分ほど歩いてい 

ます。寒い季節に、吹雪に 

吹かれながら歩いていると、 

色々なことを考えます。殊 

に、人事異動作業の時期と 

もなると、所長訪問で目に 

した子供たちや職員の様子 

をよく思い出します。子供たちが笑顔で学校に通

るように、どの学校でも職員一人一人が奮闘して

いる、自分はその環境を少しでもいいものにしな

ければ、そう考えて歩いています。長いコロナ禍

も、ようやく終わりが見えてきました。子供たち

がマスクなしで元気に登校する姿を楽しみに、こ

れからも精一杯力を尽くしたいと思います。 

 

 

 先日、厚労省が新型コロ 

ナウイルス感染症の名称を 

変更する方向で調整してい 

るとの報道がありました。 

ウイルスが消えて無くなる 

わけではないものの、一つ 

の節目を迎えることになる 

のかもしれません。この３ 

年間、学校教育は社会の大 

きなうねりに翻弄されなが 

らも、改めてその本質的な価値と向きあってきた

ように思います。所長訪問では、様々な工夫を凝

らしながら子供たちに真摯に向きあう先生方の姿

に胸が熱くなりました。 

 

「全ては子供たちの未来のために！」 

 

                                  

１１月２９日（火）、公立小川原湖青年の家で、小学校外国語教育の充実を図ることを目的に開催しました。 

参加者は、講義・演習を通して「言語活動を通した指導」について理解を深めるとともに、協議・全体共有を

通して、指導上の課題解決を図っていました。 

所長 花田 千穂 

 

次長  泉 毅知 

 

         

 

 

令和５年度「上北の教育」の「学校教育指導の方

針と重点」をリーフレットにまとめました。４月初

旬に各校に配布しますので、御活用ください。 

 また、「上北の教育」電子データ版を上北教育事務

所ＨＰに掲載する予定です。掲載日が決まりました

らお知らせしますので、そちらも御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 特別支援学校に勤務した際、特

別支援学校の卒業生からの要望を

受けて絵画指導したことがきっか

けとなり、その後、２１年間にわた

り障害者対象の絵画指導を継続し

てきました。これからの障害者の

文化芸術活動の励みとなる受賞と

なりました。 

当会は、十和田市内の各地区対抗
戦という形で行われる「市総合体育
大会」、「市民屋内大運動会」を開催す
ることで、スポーツを通じた各地区
住民の健康増進と相互親睦の促進に
大きく貢献しています。また、十和田
市長旗争奪小学生野球大会の事務局
として大会運営業務をこなす他、と
わだ駒街道マラソン大会のボランテ
ィアスタッフとして従事するなどの
活動が高く評価され、文部科学大臣
表彰状を授与されました。

同校では、『ぐっすり眠って心も体も 

元気いっぱい大作戦』を掲げ、「眠育 

（睡眠教育）」を中心に、朝ご飯を含め
た規則正しい生活習慣の確立に取り組
んでいます。日常的な取組としては、毎
週水曜日を「すこやかデー」に設定し、
特に就寝時刻を意識させています。眠
育と食育を関連させながら「早寝早起
き朝ごはん」を意識付けた取組が高く
評価され、文部科学大臣表彰を受賞し
ました。 

「子どもの元気が、日本の元気に！～Let’s Try!みんなで運動遊び～」

 「地域の思いをつなぐ」若者育成事業  

～地元の高校生等による持続可能な地域社会づくりを目指して～ 

令和４年度「障害者の生涯学習

支援活動」に係る文部科学大臣

表彰 

「アトリエのぶ」 東信昭さん受賞 

 

小学校外国語・外国語科担当教員、 

英語専科教員研究協議会 

令和４年度 初任者研修を終えて 

 

 

     

令和５年度「上北の教育」 

リーフレットの配布とＨＰ掲載について 


